
- 1 -

ホームステイに役立つ事前学習

のためのマルチメディア資料集の作成
－ －姉妹校交流プログラムによる異文化理解に向けて

特別研修員 時田 佳津枝 （群馬県立前橋西高等学校）

《研究の概要》

本研究は 「姉妹校交流プログラム」でのホームステイに役立つ事前学習において、異、

文化理解につながるマルチメディア資料集を作成した。この資料集を英語科「オーラル・

コミュニケーション 「異文化理解（学校設定科目 」の授業で活用することにより、本」、 ）

校の「姉妹校交流プログラム」に積極的に参加しようとする意欲が向上し、異文化理解が

深まることを検証した。

【英語－高 ホームステイ 異文化理解 姉妹校交流 Web形式】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

国際化や情報化が一層進展する中で、これから

の国際社会に生きる日本人として、世界の人々と

協調し、国際交流などを積極的に行っていけるよ

うな資質・能力の基礎を身に付けることが必要で

ある。具体的には、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度と、視野を広げ、異文化を理

解し尊重する態度が求められている。

高等学校学習指導要領における「外国語」の目

標は、外国語を理解し、外国語で表現する能力を

養い、外国語で積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を育てるとともに、言語や文化に

対する関心を高め、国際理解を深める、となって

いる。これらの中核をなすのが 「実践的コミュ、

ニケーション能力」である。これは英語を学習し

た結果として獲得すべき力であり、学び続ける意

欲を喚起し、国際化の進展した現代において生き

て働く力である。したがって、英語における「基

礎・基本」はこの「実践的コミュニケーション能

力」であるということもできる。

本校では アメリカ合衆国ウィスコンシン州 以、 （

下W.I.とする）フランクリン高校との姉妹校交流

プログラムを実施している。このプログラムは、

「国際科」設立にあたり、カリキュラムに国際的

色彩を取り入れる意味で開始された。現地の家庭

にホームステイをすることにより高校生同士、ま

た家族の交流を深め、お互いの文化や生活習慣、

言語を学び、国際社会についての視野を広げるこ

とを目的としている。派遣団は３月末から４月初

めにかけて訪問し、受け入れは６月半ばから夏休

みの間に行っている。参加した生徒からは 「異、

文化に接して大いに視野が広がった」という感想

が多い。しかし、生徒の実態としては、日頃異文

化に触れる機会はほとんどなく、コミュニケーシ

ョンに必要な異文化や習慣への理解がないために

トラブルを起こしたり、いろいろな交流の場面で

十分な意思の疎通が図れないなどといった状況が

見られた。そのため、生徒自身が自分の考えを持

、 、ったり 相手と自分の考えの違いに気がついたり

相手の良さを認めながら広い視野で物事を判断で

きる力、すなわち異文化を理解しコミュニケーシ

ョン能力を高めていくことが必要であると感じ

た。

そこで、本研究では、ホームステイの事前学習

として、コンピュータによる動画・静止画・音声

などの多様なメディアを使った資料集を作成し活

用する。この実践によって、生徒は姉妹校交流プ

ログラムに意欲を示し、積極的に楽しく学習しな

がら異文化についての理解が高まるのではないか

と考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

ホームステイの事前学習において、異文化理解

につながる資料集を作成し、授業実践を通して、

その有効性を検証する。
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Ⅲ 研究の見通し

ホームステイの事前学習で、異文化理解につな

がるような動画や静止画を集めて 形式でまＷｅｂ

とめれば、生徒は姉妹校交流プログラムに対する

、 。興味・関心を高め 意欲を持って取り組むだろう

また、日本とアメリカ合衆国の文化を比較させる

ことで、異文化の理解が深まるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 教材の概要

(1) 基本的な考え方

本資料集は、本校の姉妹校であるアメリカ合衆

国フランクリン高校生と積極的にコミュニケーシ

ョンを図り、姉妹校交流を行えるよう支援するこ

とを目的とする。全体としては、次のような観点

に基づいて教材を作成する。

ア 興味・関心を高める工夫

本資料集では、アメリカ合衆国の生活習慣を多

面的にとらえられるように、フランクリン高校滞

在中に撮影した画像やG-TaK(群馬県総合教育セン

ター楽しい授業づくり教材コンテンツ集）などか

、 。ら 多くの静止画を収集し提示できるようにする

「 」中でも生徒が興味・関心を持っている 学校生活

「シカゴ・ニューヨーク観光 「ホストファミリ」

ーとの交流」に重点を置く。

イ 異文化を比較する工夫

、 、姉妹校交流に際しては 相手国の文化や習慣等

相手の背景にあるものを理解していることが前提

となるため、アメリカ合衆国の文化、習慣等を紹

介するページを設ける。また姉妹校交流を進める

上で、自国の文化、習慣についての理解を深める

ことも大切になるので、それに対比できるような

日本の文化、習慣を紹介するページも設ける。日

本の文化紹介のページでは、英語版と日本語版の

それぞれの間を行き来できるようなリンクを設定

し、生徒が調べるときに短時間で目的の資料に到

達できるようにする。

ウ 英語のコミュニケーション能力を伸ばす工

夫

ホームステイ先で役立つ英会話 のページ 第「 」 （

１回～第８回）を作成し、学校以外でもいろいろ

な場面で、自分の意見や考えを自信を持って話せ

るようになるための支援となるようにする。英語

に対して苦手意識を持っている生徒が多いので、

動画や静止画を多く取り入れ、楽しんで学習でき

るように配慮する。また、各英文にコンピュータ

の音声機能を使い、リスニングの練習ができるよ

うにした。各生徒の英語力に合わせて何度でも練

習できるようにする。

２ 教材の構成

本資料集は、図１のとおりである。そして、操

作も簡単な 形式を利用して作成した。Ｗｅｂ

図１ 資料集の構成図
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３ 教材の内容

(1) メインメニュー

このページが学習のスタート画面となる。六つ

（ 、 、 、の内容 国際交流 W.I.について ホームステイ

日本文化の紹介、Photo Library、リンク集）が

選択できるようにした（図２ 。このページから）

それぞれ目的のページへと進む。また、それぞれ

のページから戻ってくるのもすべてこのページと

なっている。本校の国際科の生徒は女子が多いと

いうこともあり、明るく可愛らしい雰囲気のデザ

インとなるようにし、資料集に対する抵抗感が少

しでも減るようにした。

(2) 国際交流

このページでは、本校の姉妹校交流プログラム

を紹介する四つの内容（姉妹校紹介、派遣プログ

ラム、受け入れプログラム、ALT 紹介）が選択で

きるようにした（図３ 「姉妹校紹介 「派遣）。 」、

プログラム」では、フランクリン高校滞在中に撮

影した静止画を載せたり、今までの報告書を参考

にしたりして、より見やすく分かりやすいように

した。また、フランクリン高校の ページへＷｅｂ

のリンクを設定することによって、姉妹校の理解

。「 」を深められるようにした 受け入れプログラム

のページでは、本校の受け入れプログラムの概要

説明を簡潔に載せ 「ALT 紹介」のページでは、、

本校のアメリカ出身のALT の協力によって、アメ

リカでの学生生活や本校の生徒の印象などを載せ

た。

(3) W.I. について

このページでは、あらかじめ生徒に知って欲し

いW.I.州に関する基本的な事項を 四つの内容 概、 （

要、地理・気候、教育・文化、産業・経済）が選

択できるようにした（図４ 。どのページも、あ）

えて専門的な内容は扱わず、ごく常識的な事柄を

広く浅く扱うことに留め、詳細は、生徒がリンク

集を使って積極的に調べられるようにした。

(4) ホームステイ

このページでは、二つの内容（ホームステイ事

情、ホームステイ先で役立つ英会話）が選択でき

るようにした（図５ 。ホームステイ事情では、）

ホームステイに参加した生徒の感想、意見をもと

に、アメリカのホームステイ事情について紹介す

る。生徒の持つホームステイへの不安、素朴な質

問を少しでも解決できるよう、生徒の意見を多く

取り入れるようにした。

ホームステイに役立つ英会話では、出発時に空

図２ メインメニュー

図３ 国際交流

図４ W.I.について

図５ ホームステイ



- 4 -

港や機内で必要となる会話から、現地に到着して

ホストファミリーと初めて会う時、ちょっとした

一言が見つからない時など、場面別の対話形式と

して、基本的な英会話を８項目に分けて設定した

（図６ 。それぞれのページの画面下側にあるボ）

タンをクリックすると、音声が再生され、生徒は

。 、何度でも繰り返し英文を聞くことができる また

体験談のページでは、ホームステイを通して学ん

だこと、感動したことなど、様々なエピソードを

写真と一緒に掲載した。

図６ ホームステイ先で役立つ英会話（第２回）

(5) 日本文化の紹介

このページでは 「日本の伝統文化」と「日本、

人の生活様式 「自然を通じて見る日本」の三」、

つの内容とした（図７ 。自国の文化や習慣につ）

いて理解を深めることは、自分が物事を判断する

際の価値基準を身に付ける上で重要である。自分

の基準が明確になってこそ、異なった文化に出会

った際、両者の違いや特色、それぞれの良さを理

解することができるのである。そこで、日本の生

活文化（衣・食・住）や一年間の行事等を日本語

版と英語版で紹介する（図８ 。）

図７ 日本文化の紹介

図８ 日本文化の紹介 英語版

(6) Photo Library

ホームステイ終了後観光で滞在したニューヨー

クの風景や観光名所等の静止画を使い、現地での

様子を見られるようにした（図９ 。）

図９ ニューヨーク市内観光

(7) リンク集

生徒が積極的に調べ学習が進められるよう、ア

メリカ合衆国の歴史や文化、観光案内、現地情報

など関連サイト一覧が表示されるページを設け

た。各生徒の興味・関心に応じて調べられるよう

になっている。

Ⅴ 実践の結果と考察

１ 授業実践

(1) 実践計画

本校１・３年生国際科（それぞれ20名）の計40

名を対象として、CAI教室を使用し、平成17年11

月２日（水）第２校時、第３校時、英語の授業に

おいて以下の内容で検証授業を行った。

(2) 本時の目標

① 本資料集『ホームステイに役立つ事前学習の

ための資料集』の使い方を知る。

② 異文化を調べ、ホームステイに必要な情報を

集める。



- 5 -

(3) 本時の展開

時間 学習活動 学習への支援、および留意点 評価項目

導 ・サーバから本資料集をコ ・教材提示モニターを用いコンピュータの ・本時の目標を理解

入 ピーする。 操作について説明する。 し、異文化理解の動機

10分 ・本時の学習目標を確認す ・本資料集の作成意図および本時の目標を 付けとなったか。

る。 説明する。

・アメリカ合衆国の文化や ・日米の文化や習慣を比較しながら共通点 ・積極的な調べ学習が

展 習慣について理解を深める や相違点を見つけ出すことを助言する。 できたか。。

開 ・姉妹校について調べる。 ・今までの体験談を紹介し、ホームステイ ・操作方法が理解でき

・ホームステイに必要な情 をする際の心得 重要事項をまとめさせる たか。、 。

35分 報を収集する。 ・机間巡視によりコンピュータのエラーな ・積極的にワークシー

・調べた内容をワークシー どのトラブルが発生していないか確認し、 ト作成に取り組んでい

トに記録する。 質問に答える。 たか。

ま ・感想を発表する。 ・本資料集についての率直な感想や意見を ・ホームステイ事前学

と ・ワークシートを提出する 述べたりすることができる雰囲気を作る。 習の意義と、異文化理。

め 解への関心が高まった

5分 か。

２ 結果と考察

授業実践前と終了時に対象生徒40名に次のよう

なアンケートを実施し、その回答結果と授業中の

様子により、本教材の有効性について検証した。

ア 実践前アンケートより

ホームステイに関する質問として 「あなたは、

姉妹校交流プログラムについて興味・関心があり

」 、「 」、「 」ますか と尋ねたところ 大いにある ある

という回答が70％であった。姉妹校のあるアメリ

カ合衆国については、９割以上の生徒が「興味あ

る」と答えた。また 「英語を使ったコミュニケ、

ーションについてどう思いますか」という問いに

ついては 「積極的に行いたい」という回答が40、

％ 「得意ではないが頑張りたい」が57％ 「で、 、

きれば避けたい」が3％であった（図10 。）

英語に対して苦手意識を持っているものの前向き

な姿勢を示している。

図10 英語を使ったコミュニケーションについて

積極的に行い
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「英語を使ったコミュニケーションで特に不安な

ことは」という問い（複数可）については 「聞、

」「 」 、 。くこと 話すこと が一番多く 60％であった

以上の結果から、多くの生徒が姉妹校交流プロ

グラムに興味・関心を示しており、今後国際交流

を体験したい、英語を使用してコミュニケーショ

ンを図りたいという意志があることを確認でき、

本資料集活用の動機付けとなった。

イ 終了時アンケートと授業中の様子より

授業終了時に行ったアンケートへの回答は次の

とおりであった 「この教材はホームステイの事。

前学習に役立つと思うか という問いに対し 思」 、「

う」65％ 「思わない」10％ 「分からない」６、 、

％であった（図11 。本資料集を使用しての感想）

は 「いろいろなことを知ることができて楽しか、

った 「アメリカ合衆国にもコンピュータにも興」

」「 」味が持てた 姉妹校についてもっと勉強したい

図11 ホームステイの事前学習に役立つと思うか

思う
65%

思わない
10%

分からない
25%
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「画像がたくさんあるから興味が沸いた 「海外」

のことが身近に感じられた 「国際交流などの知」

識が深まった」などが挙げられた。これらの結果

から、本資料集を活用し、積極的に学習したこと

、 、により 生徒一人一人が外国に対する興味を持ち

異文化理解が深まったと考えられる（図12 。）

図12 海外生活や日本の文化について

また、授業中における生徒の様子を見ると、50

分間飽きることなく集中して取り組み、各自が真

剣にワークシートを完成させていた（図13 「ホ）。

ームステイ先で役立つ英会話」では音声が出るの

で、音声の後に発話してみる生徒や、隣の生徒に

英語で話しかける姿も見受けられ、楽しみながら

積極的に自分も英語で話そうとする姿が見られ

た。

図13 授業中の生徒の様子

生徒のアンケートへの回答結果や授業の様子な

どから検証すると、授業における本資料集の活用

は、ホームステイの事前学習に対する生徒の興味

・関心を高める効果があったと言える。音声機能

や動画の挿入などの工夫は、英語が苦手な生徒で

も興味を損なわずに、積極的な英語でのコミュニ

ケーション活動をしようという意欲を引き出すの

に有効であったと考えられる。

38%

49%

13%

大いに深まった

以前より深まった

あまり深まらなかった

Ⅵ 研究のまとめと今後の課題

本研究により、生徒の姉妹校交流や異文化理解

に対する関心・意欲をこれまで以上に高めること

ができたのは大きな成果であった。生徒一人一人

が、自分のペースで興味に合わせ取り組めること

により、受け身的な学習ではなく、自主的に学ぼ

うとする姿勢が見られたり、日ごろから英語に対

して苦手意識を持った生徒でも、画像や動画、音

声機能を取り入れることで理解できた喜びや、英

語を学習したという達成感を味わうことができ

た。

また、コミュニケーションを図る上で大切であ

る、相手の背景となる文化や社会、歴史的背景の

学習も、ポイントを絞り概要のみを掲載したこと

で飽きることなく学習することができ、異文化の

理解を深めることができた。

、 。今後の課題としては 以下の２点が挙げられる

○ 興味を持って取り組めるように、さらにコン

テンツを増やすことによってこの資料集の充実

を図る。

○ 資料集の活用時間を増やすなど授業の工夫・

改善をしていく。
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